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会 長 あ い さ つ

　本日は東邦銀行の佐藤稔頭取に新会員
スピーチを、また大沼健次会員にはベテ
ラン会員スピーチをお願いしています。

よろしくお願いいたします。
　先日、県内一斉清掃活動に参加して早朝、ゴミ拾いをし
てきました。私の会社が主催した「海ゴミ削減プロジェク
ト」の一環です。いわきや郡山、福島など県内5カ所で行
いました。海ゴミの削減なのに、どうして街中のゴミを拾
うのか疑問に思われる方がいらっしゃるかもしれません。
でも海のゴミの7割から8割は街中で発生したものとい
われます。路上のゴミは雨が降れば川や水路に流れ、最後
は海へと至ります。
　今、世界の海はゴミであふれています。問題になってい
るプラスチックゴミだけでも合計で1億5000万トン以上
もあるといわれます。想像がつかない莫大な量です。そし
て毎年約800万トン、東京ドーム約7個分、ジャンボジェ
ット機に換算すると実に5万機相当に及ぶプラスチック
ゴミが新たに流れ出ているといわれます。日本は一人当
たりのプラスチックゴミの発生量が、アメリカに次いで
世界で2番目に多い国です。このペースで進めば、2050年
には魚よりプラスチックゴミが多くなると予測されてい
ます。
　海の生物にも悪影響を及ぼしています。報告例ではイ
ンドネシアの海岸で打ち上げられたクジラの体内から6
キロものプラスチックゴミが見つかったそうです。プラ
スチックのコップ115個、ペットボトル4個、レジ袋25枚、
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ビーチサンダル2足といいますからすさまじい量です。プ
ラスチックが劣化するとマイクロプラスチックと言われ
る小さな粒になります。海で死んでいたウミガメ102頭の
内臓を調べたら、すべてからマイクロプラスチックの粒
子が大量に見つかったそうです。
　このままでは私たちの美しい海が段々消えていく運命
にあります。ゴミを路上などに捨てないことはもちろん
ですが、それ以上にゴミを出さないことも大事です。
　実は福島県は一人当たりのゴミの量が全国ワースト3
です。最近の報道ではワースト2になってしまったと聞き
ました。内堀知事も「この現状は誠に恥ずかしい。何とか
汚名を返上して、きれいな福島にしていきたい」と話して
います。県内の中でもゴミの量が多いのが福島市です。人
口10万人以上の全国265都市のうち生活系ゴミが2018年
度は全国ワースト1でした。今は少し改善しましたが、ま
だワースト4位と低迷しています。
　私が福島市に来て驚いたのはゴミ処理が無料なことで
す。市では「ゴミ減量大作戦」と銘打った取り組みを展開
し、ゴミの減量に努めていますが、福島市のゴミ問題の審
議会は全国平均までゴミが減らないようならゴミ処理を
有料化するよう求めています。今のままなら有料化もや
むを得ないと思いますが、まずは市民一人ひとりがゴミ
を減らす努力をしなければならいません。
　来月11日の日曜日には福島ロータリークラブの主催で

「第一回スポGOMI大会INふくしま」を福島駅東口周辺
で開催します。参加者は数人のチームに分かれて制限時
間内に拾ったゴミの量や種類で競い合うスポーツ感覚の
取り組みです。軍手やゴミ袋などはご用意いたしますの
で、皆様も気軽に参加ください。ロータリーのわかりやす
い地域奉仕でもありますので、ぜひお願いいたします。

本 日 の プ ロ グ ラ ム

会員スピーチ	 ネッツトヨタ福島㈱　取締役会長　　大沼 健次 会員

新会員スピーチ	 東邦銀行　取締役頭取　　佐藤　 稔 会員
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東邦銀行　取締役頭取

新会員スピーチ

　佐藤 稔 会員

本日のプログラム 　自己紹介に移らせていただきます。

　私は、1960年、福島県伊達郡桑折町に生を享けまし

た。共稼ぎで一生懸命働く、本当にやさしい両親に育

てられ、桃畑の間を走り回り、地元の高校、大学を卒

業し、東邦銀行に入行しております。

　故郷桑折町は、最近地元マスコミにも取り上げて

いただいておりますが、伊達氏14代伊達稙宗公が城

を構えていた地域であります。仙台藩主伊達氏17代

伊達政宗公のおじいさん晴宗公までは、桑折町に住

んでいたということであります。

　私の実家の近くには、伊達氏初代朝宗公のお墓が

あり、仙台藩は参勤交代の時には必ず立ち寄ってい

たと言われております。世が世であれば桑折町は仙

台市のように発展していたのかもしれません。（そう

はならなかったと思いますが）

　桑折町は、今「献上桃の里」と呼ばれ、果樹栽培が

盛んですが、私が生まれたころまでは、江戸時代から

続く養蚕業が主たる産業で、蚕糸工場、桑畑ばかり

の地域でした。養蚕業の衰退とともに、桑畑は桃畑

等に変わったわけです。ここ50年くらいの中で、大

きく変化したということでありますし、その昔を見

れば、一時五大友厚が経営に参加した半田銀山や奥

州街道と羽州街道分岐の宿場町として大いに賑わっ

ていたということです。「地域は変っていくもの」で

あります。

　停滞している地域経済を変えることができるの

は、イノベーションです。「馬車から蒸気機関車へ」と

いった非連続的な変化が起こることが、成熟社会の

中で変革・成長を生み出す唯一の道であり、冒頭申

し上げました通り、コロナ禍はそのきっかけになる

ものと思います。SDGs、カーボンニュートラル、人権

等の言葉が当たり前に、そして多くの人々が口にす

る世の中に変化していく中に、必ずや地域社会・経

済の再成長のチャンスがあると確信しています。

　皆様とともに、「地域を良き方向に変える」ことに

全力で取り組んでいく覚悟であります。

　今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

自己紹介と職業について　

テーマ「地域は変わる」

　東邦銀行の佐藤でございます。昨年6月に頭取を拝

命し、早いもので1年が経とうとしております。福島

ロータリークラブ会員の皆様には、日頃から東邦銀

行をご愛顧、ご支援いただいておりますこと、心より

御礼申し上げます。

　職業という点では、私ども東邦銀行は地域金融機

関であります。地域社会に役に立つ存在であること

を企業理念とし、ここまで進んでまいりました。そし

て、今年で創立80周年を迎えます。日本が真珠湾攻

撃に突き進む1カ月前の昭和16年11月、3行合併に

より誕生しまして以降、歴史の荒波を乗り越えて今

日の日を迎えることができたことに、改めて感謝申

し上げますとともに、これからも地域の担い手の一

人として精一杯努力して行く覚悟です。どうぞよろ

しくお願いいたします。

　さて、今、世の中は大きな変化の時を迎えていま

す。今まさに私共の出番、真価が問われる時だと思っ

ております。

　この1年地域経済の実情、そして各企業様の頑張り

等に触れさせていただきましたが、コロナ禍の影響、

そして私ども福島県には、東日本大震災、原発事故、

豪雨災害、2月の地震災害等の課題も存在しており、

ある意味では課題先進県であります。そうした認識

をもってこれから先を過ごしていくことが必要だと

強く感じております。

　今、地域社会が大きく変わる転換点であります。コ

ロナ禍は、当然厳しい現実も突き付けていますが、一

方で新たなチャンスも生み出します。ここにどう対

応できるかで「地域の在り様は大きく変わる」と考え

ています。私どもも、その一点に向け、何が出来るの

か、何をすべきなのか、新中期経営計画等に想いを盛

り込んだつもりであります。皆様とこの地域を良き

方向に変えていきたいと考えています。
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ネッツトヨタ福島㈱　取締役会長

会員スピーチ

　大沼 健次 会員

本日のプログラム 　産業構造や社会経済の変革をもたらし経済と環境

を好循環させていくための「グリーン成長戦略」で脱

炭素への挑戦が本格化するものをつくる。つくった

ものを運ぶ。運んだものを使う。それをリサイクルし

ながら最後は廃棄する流れで社会は成り立っていま

す。この中で発生するCO2 を2050年までにゼロにし

ようという考え方が「ライフ・サイクル・アセスメン

ト」をベースにしたカーボンニュートラルです。

　生産から、使って廃棄するところまですべての過

程でのCO2 をカウントするやり方です。つまり国の

エネルギーのあり方次第でCO2 の値が変わります。

　日本は、石炭や天然ガス、石油といったCO2 を発生

させる化石燃料を使った火力発電比率が75％と非常

に高く、コストも高いです。

　それでは我々は何をしたら良いのでしょうか。

　1つ目は省エネです。「少ないエネルギーでものを

つくる。その場で最も合う効率的なものを使いながら

徐々にCO2 を減らしていく活動が大切だと思います。

　2つ目は、技術開発です。いろいろある中でカーボ

ンニュートラルに関わる「水素」の技術が大切だと思

います。

　特に福島県は昨年3月に開所された「福島水素エネ

ルギー研究フィールド」です。太陽光による再生可能

エネルギーから水素をつくる世界最大級の水素製造

機能を持つ実証実験施設です。

　今後ここで製造した水素を最大限に活用したいと

思います。

“カーボンニュートラル”とは

　昨今、世界で水害、南・北極の氷河の減少、火災と

自然災害が多発しております。

　その原因は温室効果ガスによって生まれていると

思われる、二酸化炭素（CO2）、メタン（CH4）、一酸化

窒素（N2O）、フロンです。

　大気中の温室効果ガスは太陽光で温められた地球の

熱を吸収し、地球の熱が宇宙に逃げるのを防ぎます。

　今世紀後半に、世界の平均気温上昇を産業革命前

比で、摂氏1.5 〜 2度以内に抑える努力を追求するパ

リ協定（2018年）が発行して4年。

　気候変動対策は国際的に大きく前進すると予想さ

れます。

※“CO2の排出を完全ゼロにする”ということは、現
実的に難しい。そのため、排出を減らすことと、排
出せざるを得なかった分を「吸収」したり「除去」
することで、「全体としてゼロにする」ことを目指
しています。「ニュートラル（中立）」とは差し引き
ゼロの状態をいいます。

　日本では菅首相が昨年10月の所信表明演説で、

「2050年の脱炭素社会の実現」を表明。先日5月26日

に、脱炭素法が成立。基本理念など即日施行され主な

改正部分は、来年4月に施行される見通しです。 「2050年脱炭素」の実現イメージ
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　福島RCでは、今年度から2年間オマ
ール・アブデルガーディル・ハサン・
モハメドさんを米山奨学生として受け
入れます。
　オマールさんは、スーダン出身の39
歳。コロナで来日がかなっておりませ
んが、福島大学で環境放射能に関する

最先端の研究を行う予定です。博士課程終了後は、放射性
物質による汚染が人間や環境に与える影響を予測し、評
価、シミュレーションするためのモデルの構築をしたい
と考えているそうです。早く来日できるといいですね。

　先日の国際大会で、阿久津 肇PGの「超我の奉仕賞」受賞
について紹介され、RI会長よりご祝辞が述べられました。
　日本では今年、阿久津 肇PGを含め3名の方が同賞を受
賞されました。後日DVDが届くそうです。
　おめでとうございます。

五阿弥 宏安 会長
　佐藤稔東邦銀行頭取の新会員スピーチと大沼健次会員
のベテラン会員スピーチを大変楽しみにしています。
佐藤 美奈子 幹事
　佐藤稔会員、大沼健次会員のスピーチ楽しみにしてい
ます。
佐藤 稔 会員
　入会スピーチさせていただきます。宜しくお願いいたし
ます。
大沼 健次 会員
　スピーチをさせていただきます。エネルギー問題のこと
を少し…。
小原 敏 会員
　東稜男子バスケ部インターハイ全国出場決めました。
　皆様のご支援のお陰です。ありがとうございます。
渡辺 健寿 会員
　佐藤稔会員と大沼健次会員のスピーチを楽しみに拝聴
します。
　職業奉仕委員会の活動報告をします。1年間ご協力あり
がとうございました。

幡 研一 会員
　①佐藤稔会員のスピーチ楽しみにお聞きします。
　②大沼会員やっと打順が廻ってきましたね。
　期待しております。
内池 浩 会員
　大沼さん、佐藤さんのスピーチ楽しみにしてます。
渡邊 又夫 会員
　前の東京オリンピック開会式に、当時39歳の私は観客
として参加しました。
　あの五輪マーチの入場行進に感激の涙を流したもので
した。大沼会員の聖火スピーチを記念して。
─────────────────────────
クラブ会員より　伊藤雄治／荻野誠也／小野悦也／小原孝
嗣／加藤弘樹／加藤義朋／加納武志／管野裕一／熊谷 謙
／小林仁一／古俣 猛／相良元章／佐藤英典／佐藤充孝／
佐藤良智／清水太郎／白岩康夫／菅沼 裕／鈴木朋恵／
田沼紀美子／丹治正博／土屋牧雄／坪井大雄／半沢治久／
藤井 守／村上守人／森岡幸江／八代大輔／藪 政勝／山貫
昭子／吉田大樹

ニコニコBOX報告　 本日の投入額　40件　¥80,000   累計  ¥2,600,000　［報告］　岡田敏明 委員

お知らせ
■6/19（土）地区事務局研修セミナーがZoomにて開催

されます。小澤事務局員が出席します。
■6月ロータリーレートは1ドル109円となりますので

お知らせいたします。

幹 事 報 告私のひとこと
ネッツトヨタ福島㈱　取締役会長  大沼健次 会員

　先日、スポンサーの推薦で聖火ラン
ナーに選ばれました。昨年3月、ギリシャ
のオリンピアで聖火の点火式が行われましたが、3年前
の10月、私と家内と二人でエーゲ海、アドリア海クルー
ズに行ってまいりました。ギリシャのカタコロン港から
オリンピックの発祥地の世界遺産オリンピアの観光を
し、緑豊かな平地に古代遺跡があります。
　聖火点火式の場所、その他聖火のセレモニーの場所、
100m競争の場所、テレビで観た所が脳裏にうかびまし
た。その点火された聖火が第一走者野口みずき氏より日
本へ、その聖火を私をふくめ多くの人たちの手で引き継
いでいます。私の一生の思い出のページになりました。

オマールさん

例 会 プ ロ グ ラ ム の ご 案 内

7月		1日（木） 12：30 〜　クーラクーリアンテ サンパレス

【通常例会】佐藤宗弘ガバナー補佐来訪
県北第一分区クラブ会長・幹事来訪
各RC会長よりご挨拶をいただきます
＊7月誕生祝い

7月		8日（木） 12：30 〜　クーラクーリアンテ サンパレス

【通常例会】坪井　大雄	会長スピーチ
金子與志人	幹事スピーチ
＊7月「友」紹介

7月15日（木） 12：30 〜　クーラクーリアンテ サンパレス

【通常例会】新旧役員慰労会

阿久津 肇PG　国際大会で表彰

米山奨学生　オマールさん


